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まあま
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やや苦
しい,
51.0%

ややゆ
とり,
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NA,
1.0%

ＮＡ,
0.5%

治療
中,
16.8%

健康,
32.2%

不安,
50.5%

ＮＡ,

4.0%

どち
らとも

いえ
ない,

0.332

賛成,
13.4%

反対,

49.5%

日
立
労
組
は
05
春
闘
に
お
い
て
、
５
・
２
ヶ

月
の
一
時
金
を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
は
要
求
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
電
機

懇
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
苦
し
い
生

活
の
中
で
、
圧
倒
的
多
数
の
人
が
１
万
円
以
上

の
賃
上
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
成
果
主
義

に
つ
い
て
は
会
社
の
説
明
と
は
異
な
り
、
半
数

の
人
が
反
対
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
人
が
多
い
の
も
日
立
の
特
徴
で
す
。

電
機
連
合
中
央
委
員
会
で
日
立
労
組
は
「
守

り
か
ら
攻
め
に
転
じ
る
」
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
が
、
日
立
関
連
全
体
の
生
活

向
上
の
た
め
に
、
も
っ
と
会
社

に
き
ち
ん
と
要
求
し
、
た
た
か

う
べ
き
で
す
。
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〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
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日 立 懇
★もよりの連絡先
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ハロー！

日立懇

です

●
映
画
「
パ
ッ
チ
ギ
！
」
と

曲
「
イ
ム
ジ
ン
河
」

時
々
映
画
を
観
る
ん
で
す
が
、
つ

い
先
日
観
た
映
画
が
凄
く
面
白
か
っ

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
井
筒
監
督
作

品
「
パ
ッ
チ
ギ
！
」
で
す
。
テ
ー
マ

は
日
韓
問
題
と
重
い
で
す
が
、
主
人

公
や
そ
の
周
り
の
人
物
の
個
性
が
面

白
い
の
で
、
明
る
い
雰
囲
気
で
観
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
映
画
で
は
「
イ
ム
ジ
ン
河
」

と
い
う
曲
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る

の
で
す
が
、
こ
の
曲
、
朝
鮮
の
統
一

を
願
っ
た
歌
な
ん
で
す
ね
。
劇
の
設

定
は
１
９
６
８
年
。
当
時
は
朝
鮮
の

曲
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
曲
を
メ
デ
ィ

ア
で
流
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
劇
中
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
こ
の
曲
を

流
す
流
さ
な
い
で
も
め
る
シ
ー
ン
が
あ
る
の
で

す
が
、
「
表
現
に
制
限
な
ん
て
な
い
ん
だ
よ
！
」

と
一
喝
し
て
放
送
し
て
し
ま
い
ま
す
。
表
現
の

自
由
、
映
画
監
督
な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
よ
ね
。

ま
た
あ
る
場
面
で
は
、
戦
時
中
、
日
本
人
が

朝
鮮
人
に
対
し
て
し
て
き
た
こ
と
を
主
人
公
に

語
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
「
こ
の
ひ
と
つ
で
も

君
は
知
っ
て
い
た
か
ね
？
今
知
ら
な
か
っ
た
ら
、

今
後
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
？
」

最
近
で
は
、
韓
国
の
映
画

や
ド
ラ
マ
な
ど
日
本
で
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
ま
す
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
も
っ
と
歴
史

に
つ
い
て
知
る
機
会
も
増
え

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

投
稿
歓
迎

電機懇・05春闘要求アンケートの集計結果（日立関連分）

０５
春闘

困
っ
て
い
る
こ
と
、

不
安
な
こ
と
の

ト
ッ
プ
は
低
賃
金

７割の人が苦しい生活実態

日立の人は不健康？ 成果主義に半数が反対

要
求
額
は
１
万
円
以
上

が
圧
倒
的
多
数



（単位 ：億円 ）

年 　度 内部留保額

01年度 33,2 99

02年度 42,6 11

03年度 35,8 55

全労連 ・労働総研編「2005年
国民春闘白書」から

日立の連結内部留保額

項　目 内　容

 人員軽量化  ５５０人人員シフト実施

 １日の実労時間15分延長 実施しない

 一斉年休の行使凍結  年５日の行使を凍結する

 出張日経費 支給しない（休日移動は現行通り支給）

宿泊費の減額  1,500円減額（旅館等11,000円→9,500円）

 ｶﾌｪﾃﾘｱﾎﾟｲﾝﾄ付与の凍結  2005年度分の利用は凍結（４万円相当）

 賞与減額  減額実施（職場への説明は10％減/期）

 時間外勤務手当（130%→125%）

 休日勤務手当（145%→140%）

 夜勤勤務手当（30%→25%）

 ＨＩﾜｰｸ手当の減額 （本給＋本給調整額）×29.5%（現行：30.5%）

 業務手当の減額 　時間割賃金×135%×19時間（現行：20時間）

「（電力）業績改善対策申入れ」に対する中央執行委員会の見解

 時間外割増率の引き下げ

 
電力・産業システムの業務推移（連結）
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有価証券報告書より算出

（単位：億円）

〃
よ
く
笑
い
明
る
い
〃

制
度
統
一
が
い
い

年
頭
の
社
長
の
挨
拶
で
、
「
労

働
条
件
の
統
一
」
が
課
題
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
日
立
と
オ
ム
ロ

ン
で
ど
れ
だ
け
賃
金
が
違
う
の
で

し
ょ
う
か
。
学
卒
や
若
い
人
は
あ

ま
り
差
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
35
才

以
降
だ
と
２
万
～
３
万
も
オ
ム
ロ

ン
の
方
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
ム
ロ
ン
は
年
功

賃
金
を
守
っ
て
い
て
、
誰
で
も
50

才
ま
で
は
最
低
で
も
１
２
０
０
円

程
度
は
昇
給
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

日
立
は
、
成
果
主
義
賃
金
で
年
令

が
上
が
る
ほ
ど
昇
給
す
る
人
が
減
っ

て
き
ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
す
る

と
オ
ム
ロ
ン
出
身
者
の
人
は
「
よ

く
笑
い
明
る
い
」
の
で
す
が
、
日

立
出
身
者
の
人
は
あ
ま
り
会
話
も

せ
ず
、
黙
々
と
仕
事
を
し
て
い
る

と
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働

条
件
を
統
一
す
る
な
ら
「
明
る
く

て
、
賃
金
が
高
く
、
安
心
で
き
る
」

制
度
が
い
い
で
す
。

日
立
オ
ム
ロ
ン
（
旧
情
機
器
）

日
立
が
海
老
名
市
か
ら

〃
撤
退
〃

昨
年
11
月
、
ま
た
も
突
然
、
日

立
製
作
所
は
「
海
老
名
在
勤
者
の

移
転
」
の
申
し
入
れ
と
（
株
）
リ

コ
ー
へ
の
（
え
）
土
地
・
建
物
の

売
却
を
発
表
し
ま
し
た
。
職
場
で

は
、
「
俺
た
ち
は
将
棋
の
駒
じ
ゃ

な
い
ん
だ
よ
、
気
安
く
あ
っ
ち
こ
っ

ち
に
動
か
す
な
。
家
庭
の
事
情
だ
っ

て
あ
る
ん
だ
、
人
間
に
は
。
」

（
Ｉ
Ｐ
Ｄ
事
業
部
・
旧
え
び
な
）

〃
本
当
に
〃

残
業
し
な
い
日
を

あ
る
日
の
会
話
「
な
ぜ
み
ん
な
、

毎
日
こ
ん
な
に
遅
く
ま
で
働
い
て

い
る
ん
だ
ろ
う
ね
？
」
「
一
度
、

全
員
が
本
当
に
残
業
し
な
い
日
を

作
っ
て
み
た
ら
ど
う
な
る
か
な
？
」

「
や
っ
て
み
た
ら
、
仕
事
は
い
つ

も
と
同
じ
よ
う
に
進
み
ま
し
た
っ

て
事
に
な
っ
た
り
し
て
…
」
た
ま

に
は
定
時
に
帰
り
た
い
、
と
願
う

人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
、

そ
ん
な
こ
と
が
夢
に
な
る
な
ん
て
、

ち
ょ
っ
と
お
か
し
な
世
の
中
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
ル
ネ
サ
ス
武
蔵
）

波
田
陽
区
風

「
成
果
主
義
賃
金
」
制
度

〃
斬
り
〃

♪
会
社
も
組
合
も

結
果
を
だ

せ
ば
む
く
わ
れ
る

成
果
主
義
が

い
い
っ
て
言
う
じ
ゃ
ナ
～
イ

で
も
、
あ
ん
た
！

利
益
が
上
が
っ

て
も

ち
っ
と
も
給
料
上
が
り
ま

せ
ん
か
ら
ー
っ
！

残
念
～
ん
！

成
果
主
義
賃
金
制
度
斬
り
！

拙
者
、
成
果
が
認
め
ら
れ
ず
切
腹
！

（
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
旧
小
田
原
）

３
年
前
の
「
全
社
緊
急
対

策
」
よ
り
も
ひ
ど
い
会
社
の

申
入
れ
に
、
該
当
す
る
職
場

で
は
「
な
ん
で
、
ま
た
こ
ん

な
目
に
あ
わ
な
き
ゃ
な
ら
な

い
の
か
」
と
い
う
怒
り
の
声

で
溢
れ
て
い
ま
す

「
前
に
も
早
期
退
職
な
ど
業

績
改
善
策
を
や
っ
た
の
に
、
ま

た
赤
字
と
は
」
「
長
期
的
な
見

極
め
が
で
き
る
（
電
力
）
事
業

で
何
故
こ
う
な
っ
た
か
疑
問
」

「
こ
ん
な
や
り
方
で
ホ
ン
ト
に

２
年
後
に
黒
字
に
な
る
か
心
配

だ
」
「
従
業
員
の
給
料
を
下
げ

て
利
益
を
上
げ
た
ら
、
そ
の
お

カ
ネ
は
株
主
の
所
へ
い
く
の
か
」

な
ど
、
会
社
の
経
営
責
任
を
問

う
声
が
今
ま
で
に
な
く
渦
巻
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
こ
れ
以

上
、
人
が
少
な
く
な
っ
た
ら
、

ミ
ス
や
事
故
、
不
良
発
生
で
人

員
削
減
効
果
を
食
い
つ
ぶ
す
」

の
声
も
。

職
場
か
ら
の
「
ノ
ー
！
」

の
声
が
結
論
に
反
映

職
場
か
ら
の
怒
り
の
声
で
、

申
入
れ
内
容
に
対
し
て
、
『
労

働
時
間
延
長
は
実
施
せ
ず
、
出

張
経
費
の
休
日
移
動
費
は
現
行

通
り
支
給
、
業
務
手
当
て
は
19

時
間
に
』
な
ど
一
定
の
押
し
戻

し
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
人
員
軽
量
化
（
人

員
削
減
）
や
賞
与
の
減
額
の
協

議
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
今
回

の
施
策
は
２
年
の
長
期
に
わ
た

る
も
の
で
す
。
理
不
尽
な
「
業

務
改
善
対
策
」
は
事
態
を
悪
化

さ
せ
る
だ
け
で
す
。
生
活
を
守

り
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
守

る
た
め
に
、
職
場
か
ら
い
っ
そ

う
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
社
が
公
表
し
て
い

る
有
価
証
券
報
告
書
で

は
、
電
力
、
電
機
、
産

業
を
ま
と
め
て
「
電
力
・

産
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し

て
業
績
を
報
告
し
て
い

ま
す
。
電
力
・
産
業
シ
ス
テ

ム
の
業
績
推
移
は
、
売

上
高
は
、
２
兆
３
千
億

円
／
年
程
度
で
推

移
（
下
表
）
し
て

お
り
、
仕
事
の
絶

対
量
は
減
っ
て
い

ま
せ
ん
。
一
方
、

営
業
利
益
は
、
03

年
度
を
境
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
赤

字
に
転
落
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

02
年
度
は
早
期
退
職

を
含
む
大
リ
ス
ト
ラ
、

賃
金
カ
ッ
ト
５
％
を
実

行
し
て
「
Ｖ
字
回
復
を

実
現
」
し
た
年
で
す
。

02
年
度
と
同
じ
よ
う

な
従
業
員
を
犠
牲
に
し

た
「
業
績
回
復
」
は
決

し
て
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

日
立
の
連
結
内
部
留

保
額
は
、
04
年
３
月
期

決
算
で
、
３
兆
５
８
５

５
億
円
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
日
立
単
独
で
も
、

１
兆
２
４
２
６
億
円
で

す
。
一
方
で
、
03
年
度

１
年
で
従
業
員
は
１
万

３
６
５
２
人
減
少
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
業
績
悪
化
の

原
因
が
経
営
施
策
に
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

巨
額
な
内
部
留
保
の
一

部
を
必
要
な
業
績
改
善

に
あ
て
る
こ
と
が
、
従

業
員
が
安
心
し
て
働
け

本
当
の
業
績
改
善
に
つ

な
が
り
ま
す
。

（
日
立
労
組
）

２
０
０
５
年
度
の
福

利
制
度
の
見
直
し
結
論

が
で
ま
し
た
。
今
回
の

福
利
制
度
の
見
直
し
は
、

向
こ
う
５
年
間
の
福
利

制
度
を
決
め
る
改
訂
で
、

最
終
結
論
は
、

①
独
身
寮
・
社
宅
使
用

料
の
改
定
は
行
な
わ

な
い

②
単
身
者
住
宅
手
当
の

新
制
度
導
入
（
30
歳

ま
で
）

③
特
急
列
車
利
用
通
勤

の
新
制
度
導
入

④
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ポ
イ

ン
ト
の
繰
越
（
05
年

度
分
か
ら
）

な
ど
で
す
。

各
項
目
に
不
十
分
さ

は
あ
り
ま
す
が
、
組
合

員
の
要
求
に
沿
っ
た
内

容
で
あ
り
一
歩
前
進
で

す
。

（電
力
）が
赤
字
っ
て
？


